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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月14日(2015.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用量有効期間中に男性のテストステロン血中レベルに許容されないスパイクを生じずに
男性テストステロン欠乏症を治療するために男性にテストステロン補充を提供するために
、鼻腔投与後少なくとも約６時間にわたってテストステロンを放出制御するよう鼻腔中に
局所投与するための鼻腔内テストステロンゲルであって、
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　（ａ）男性テストステロン欠乏症を治療するために有効な量のテストステロンと、
　（ｂ）少なくとも１種の親油性または部分的に親油性の担体と、
　（ｃ）前記鼻腔内テストステロンゲル中のテストステロン溶解度を上昇させるための超
溶媒と、
　（ｄ）前記鼻腔内テストステロンゲルからの前記テストステロンの放出を制御するため
に有効な量の粘度調節剤と、
を含み、界面活性剤を必要としない、鼻腔内テストステロンゲル。
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